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研究成果の概要（和文）：世界各地（ペルー，タイ，マレーシア，フィリピン）で野外調査を行

い，多数の目的の好蟻性ハネカクシの標本の採集に成功した。関連する分類群に関する分類学

的成果を発表し，分子系統学的な研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Many specimens of myrmecophilous rove beetles were collected 
based on field surveys conducted in foreign countries (Peru, Thailand, Malaysia and 
Philippines). Several taxonomic works of  taxa concerning this study were published, and 
molecular phylogenetic studies were conducted. 
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１．研究開始当初の背景 
 移動と停滞を繰り返す放浪性や特殊化し
た女王形態などによって定義づけられる軍
隊アリは，狭義には南米に生息するグンタイ
アリ族，アフリカを中心に生息するサスライ
アリ属，アジアを中心に生息するヒメサスラ
イアリ属からなり，その他，同様の習性と形
態を並行的に進化させたハシリハリアリ属
やヨコヅナアリ属の一部も，広義にグンタイ
アリと呼ばれる。 
 これらのアリには多種多様な好蟻性ハネ
カクシが共生（厳密には寄生的）しており，
それぞれが極めて高い寄主特異性をもち，形

態的にも多様化していることから，系統進化
を研究する材料として好適なものである。ま
た，基盤となる分類学的研究は一部の地域を
除いて非常に遅れていた。 
 
２．研究の目的 
 軍隊アリと共生するハネカクシを各地で
採集し，多様性の調査を進め，適宜，分類学
的な研究として発表する。得られた標本に基
づき，分子系統解析を行い，進化の過程に関
する考察を行う。 
 
３．研究の方法 
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 主な研究対象を東南アジアに生息するヒ
メサスライアリ属と共生するハネカクシと
する。地域ごとにさまざまな種がみられるこ
とから，できるだけ多くの地域を調査し，標
本を収集する。また，同様の習性をもつ寄主
アリである南米のグンタイアリ類と共生す
るハネカクシについても，比較のために野外
調査を行い，行動の観察，多様性の調査を行
う。 
 持ち帰ったハネカクシの標本は，分類学的
な研究を行い，DNA を抽出し，分子系統解析
に供する。その際，寄主との共種分化の可能
性を考慮し，アリについても同様に分子系統
解析を行う。 
 
４．研究成果 
 ボルネオ島とマレー半島のヒメサスライ
アリ属，ハシリハリアリ属と共生するハネカ
クシの多様性調査を行い，分類学的成果に関
する論文を公表した。とくにボルネオ島（サ
ラワク州）では，徹底した調査を行い，複数
の新種や新属を発表するとともに，アリの隠
ぺい種に対応するきわめて高い寄主特異性
の存在を明らかにした。 
 分子系統解析についてはより精度の高い
系統樹作成を進めており，暫定的な成果をい
くつかの学会発表として公表しており，適応
放散の可能性など，きわめて興味深い成果が
得られている。これは順次論文として発表の
予定である。 
 また，サスライアリ属のアリがほぼ専門に
シロアリを捕食することから，進化の過程で，
共生者がアリとシロアリの間で移動してい
ることが示唆された。つまり，同種かきわめ
て近縁な共生者が共通して見出されたので
ある。そのことから，シロアリと共生する好
白蟻性昆虫の調査も徹底して行い，ハネカク
シをはじめ，ハエやコガネムシに関する分類
や行動に関する論文を発表した。 
 さらに，対象とするハネカクシはすべてヒ
ゲブトハネカクシ亜科に属し，その分類が極
めて困難であることから，同亜科を総合的に
研究する必要がある。そのため，形態学的調
査と並行し，日本産ヒゲブトハネカクシ亜科
数属の分類学的研究と系統的位置に関する
議論を行った。 
 好蟻性昆虫は一般に理解が少ないことか
ら，本研究の調査の様子を含めて，関係する
普及書を出版した。 
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